
藩
攻
時
代
の
中
規
模
拡
山
の
稼
行
歴
と
出
鉱
量

秋
田
議
・
京
総
与
鉱
山
の
例

斎

実

員。

藤

て
ま
え
が
き

J
t
-
-
P
6
 牧
田
県
内
に
は
二

C
C令
の
休
廃
止
鉱
山
が
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は

議
政
時
代
に
同
代
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
の
の
休
廃

H
鉱
山
の
歴
史
を
問
確
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
出
鉱
量

合
計
制
射
す
る
こ
と
は
、
き
め
に
国
勢
で
あ
る
。

比
較
的
経
営
規
較
の
大
き
か
っ
た
鉱
山
の
多
く
は
、
鉱
山
公
害
問
題

と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
の
休
廃
止

一‘

i
.

、、

ゐ

a
H
6
A叶

に
絡
九
で
い
る
。
そ
の
問
患
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
結
構
政
時
代
稼
行
鉱
山
の

経
営
の
実
態
と
出
鉱
云
を
問
蕗
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

友
穏
で
は
、
秋
田
無
の
東
福
寺
鉱
山
を
例
に
、
稼
行
の
実
態
と
出
鉱
量
の
試

む
に
つ
レ
て
報
令
す
る
。

二
、
鉱
山
緩
況

本
鉱
山
は
秋
田
県
錐
勝
郡
稲
川
町
一
県
福
寺

K
位
置
し
、

現
在
の
秋
田
県
採
鋸

a
R

録
鉱
区
間
閉
口
巧
に
当
る
務
政
時
代
は
白
沢
鉱
山
と
呼
.
ほ
れ
、
文
化
九
年
以

俺
は
大
作
鉱
山
を
A
口
ぜ
て
東
福
寺
鉱
山
と
呼
ん
で
い
る
。

鉱
床
は
行
実
相
m
面
広
中
の
網
状
鉱
床
で
、
数
か
所
に
分
布
し
て
い
る
c

針

白

石

-U出
、
銅
鉱
が
主
で
、

銅
い
山
位
は
三

1
同
俗
で
あ
る
。

(L 

坑
口
は
山
麓
斜
面
に
一

O
か
所
余
に
み
ら
れ
る
Q

三
、
資
料
・
方
法

鉱
山
史
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
地
元
に
残
存
す
る
諸
文
書
・
資
料
と
、

も
参
考
に
し
た
。

古
絵
図
・
古
地
図
な
ど
に
よ
っ
た
。
前
記
諸
資
料
を
引
用
し
た
&
八
時
寸
の
諸
文
献

ま
た
、
数
回
現
地
調
査
を
実
施
し
、

間
坑
口
・
砕
堆
積
場
・
坑
水
排
水
路
・幻通

鉱
山
集
落
跡
・
泉
・
墓
地
な
ど
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

っ
て
鉱
山
で
働
い
た
鉱
夫
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

-.....占 H..-J:!i '~'仁ト4円上 11 
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元
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古
老
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、
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市
岡
し
り
レ
、
れ
zn
一
説
、
茂

地
一
応
に
残
る
文
件
札
け
に
は
、

(
3
t
へ

ど

」

3

木
一
示
請
文
良
川
、
必
代

u
t守
秋
出
領
内
品
、
ル
山
間
成

叫

川

}

(

日

)

」
平
和
制
松
、
赤
花
神
社
剣
山
将
、

主
ど
あ
い

京
総
与

必
山
に
川
同
才
・
心
'
引
終
・
凶
作
此
の
J

此
述
が
あ

ハ
て
こ
の

!也

仙
川
九
二
山
い
ま
J

の
過
去
私
と
川
4
J

い
に
代

ω
U
州
立

れ一ドル

τψ

だ
で
あ
:
引
パ
Uf

木
ト
和
地
城
・
段

銀
山
・
鉱
山
誌
の
観
点
か
ら
は
、

F
刊
に
日

tん
F

必

辺
h
J
次
郎
の
一
e

ト
八
光
学
の
誠
丈
、
計
A
・7
U
い
か
、
市

符
~

剣勝

11
依
心
郷
土
引
も
花
の
中
一
比
、

心
一
、

山
吋
地
判
例
十
命
保
告
が
あ

rs:: 
景ず
[i Lll 
ぷE粁

ji( し

I斗宏、
;~j 、L1 J

fl'iif 'fu 
が」士哉
、H
ど、き

に
Jコ
L、
L 

，:t 

栴

t.It 

と
く
い
い
や
や
坑
左
文
献
で
、

こ
ぞ
い
の
諸
資
料
金
基
い
比
し
た
院
内
銀
山
と
松
同
記

(
g
t
を

山
に
川
七
毎
日
報
告
が
Jm
，担、
U

四

開
発
史

夜
隔
年
釘
山
の
ろ

h
、
白
沢
鉱
山
に
関
す
る
文
書
・

文
献
な
と
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
山
が
夫
ー
で
あ
る
U

ド
鉱
山
内
創
業
を
{
下
水
任
問
問
へ
-
仁
f
山
J

一
七

ご
」
以
前
と
す
る
説
も
あ
る
が

こ
れ
を
哀
付
け

る
R
U
料
は
な
い
。

主
永
L

、
へ
一
七
〈
い
」
九
)
年

山
師
阿
部
小
平
次
に

V
A
l
h
v

、
白
沢
剣
山
と
し
て
出
坑
・
院
開
業
し
て
い
る
。

i
l
l
-
-
r
i
f
A
J
j
J
J
6
2
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白，尺鉱山開発歴史年表

享和

文化

抗

議完;紘

赤滝神社儲rb絡
稲川町史資料

県史

czrj年退去帳

E主党肱;
君E邑記

秋田領内諸金山筒所

年数帳

茂木家文書

秋田領内諸金山筒所
年数表

茂木家文書

主省庁過去帳

羽後町郷土史料

稲!llar史資料
1; ~j -~過去帳

まを勝郡村誌

E晃代日記帳
f査本家文書

草寺

表1

一一一一一一一一| き~ J白

宝永 6 (li09) ・白沢鉱山始まり 山sOJ山野百小平次入山

正徳年間 (líll~15)I・湯奈川・皆瀬川に鉱毒問題起る
延享年間(1744~4ï) 1 ・白沢拡山!日坑発見
宝陪 4 (li54) 日秋田蕃御用銅定高 15万斤用額

5 (1755) い:ー領内大凶作fiJl人乞食多し ~山に労働諸民主る

12 (1762) ・22古寺新築
安永 6 (li7i) ・山師(戒名鉄山金牛)没

寛政 5(1793) ・白沢鉱山稼行 山師与之助

寛政年間 |・村の奥(上村)小臣 7 戸2Lffil10~50 人

・排水路設ける

・白沢鉱山稼行

・白沢鉱山詰山となる 山師甚右衛門

・鉱毒水問題起り、若水路掘替額出る

・悪水路改修工事行われる

・山師松太郎

.山師仁兵衛

・銅山恵水路改修工事行われる

・銅山師新助没、銅山師玄六没

・鉢iJ山師新助岡地 80刈を主宕f与に寄進する

栄秋凶作飢人乞食死人多し

・白沢鉱山稼行

・山師喜六 御米六斗ZE岩手yK;;ji色ずる
・白i沢鉱山f本坑
・東福寺銅山再坑

・銅山管水路改終て守1行われる

1 (1801) 

1 (1804) 

5 (11:¥08) 

6(ISu9) 

i(1810) 

12 (1815) 

文政 5 (11'¥22) 

10 (1827) 

文政年間

天保 4 (1833) 

弘{ヒ 4(1お47)

森永 1 (1848) 

安政 4 (1857) 

明治 4 (1871) 

5 ( 1自i2)

一14-



M

川
上
山
沢
・
水
松
鉱
山
な
ど
の
舗
も
~
印
行
し
た
経
験
の
あ
る
有
力
考
で
あ
r
d

た

て
の
経
常
は
か
な
り
人
規
仮
に
行
わ
れ
た
り
し
く

数
年
後
の
正
一
位
年
間

。一

一
1
4
七
一
一
ム
)
に
は

心
何
奈
川
、
と
中
日
瀬
川
流
域
で
鉱
毒
水
問
題
J
J

起
き

て
い
る
ο

延
一
凡
ナ
年
間
(
一
七
四
四

J
A

仁
山
七
)
に

隊
一
廷
の
大
倉
鉱
山
が
発
見
・
問
問

抗
さ
れ
て
レ
る
が

川
一
時
期
に
白
沢
鉱
山
の
出
坑
J
J

ヰ
花
見
さ
れ
た
と
ぷ
録
さ
れ

て
い
る
か
ら

お
そ
ら
く
伝
百
十
年
間
主
で

um
山
状
殺
に
あ
っ
た
ろ
ろ

法

炉

心

ん

弘
包
山
一
か
両
行
い
仇
し
た
か
は
疑
問
で
あ
る
c

J

ド
い
怜
山
(
一
ヒ
五
四
)
主
に

が
い
山
港
の
御
用
的
判
定
高
が
一
五
万
斤
(
九

C

ト
‘
'
」

mR臥
し
て
レ
乙
c

器
内
に
お
い
、

J
L
m
m
山
の
町
内
阜
市
J

J

盛
ん
に

も
の
だ

Hr

に
「
打
h
l

れ
た
c

If十
1L 

七
五
五
、
年
に

秋
田
一
港
一
旬
守
が
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
c

か
か
る
川
山
内
年

主
山
に
片
手
訟
の
労
山

MZh一か一一袋、まわノ

記作品九点、十三
h
一行

LAtw
レ

1

1

F

一岳、

呼

'
n
q
'
ペ

ム
J

L

も

本
地
域
め
詔
一
四
鉱
山
山
民
一
立
で
3

も
み
炉
る
G

三
市
了
一
へ
一
七
六
二
)
」
平
に
、
雲
山
わ
え
J

J

J

新
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

味
深
い
出
来
事
で
あ
る
じ
白
沢
鉱
山
川
い
鉱
況
と
防
、
伝
が
あ
っ
た
ろ
う
。

広
永
六
(
一
七
七
七
)
年

山
町
二
ベ
ヤ
ず
い
紋
山
会
午
)
が
没
し
て
お
句
、
主

upt

九千円

hEm--り
れ
て
い
る
恥

か
な
h

m
字
、
力
者
で
あ
司
た
と
一
符
定
さ
れ

北
二
引
に

日
ロ
j
-

主
川
セ
担
当
掛
川
純
で
校
一
行
¥

三一九一
4
1
J

に
も
い
ろ
い
1
勺守一
u

注
し
た
で
去
F
-
円。

中
央
伐
年
間
F

一
i
L

八
九

1

五
鉱
山
は
ー
ナ
一
ム
わ
わ
釘
山
こ
と
も
に
汚

八
子
、
/
¥
)

f j 
L~ 

l
j
'
'

い二??一円一
:U
戸二
F

-

』
ふ
、
jy

け
い
内
山

f
-
a
L
R
3
1
J
と

7
1
p

村
の
期
中
、
(
{
い
い
沢
)
に
は
小
与
が
仁
一
戸
、
ん
一
』

作
川
町
(
校
征
夫

)mac-一ム一
rγ
人
仔
凡
で
い
士
と
記
録
さ
れ

一」ドだ

rr
に
は
比
一

引
か
A
h
v

利
引
き
れ
に
と
い
い
一
い
え
-
h

れ
て
い
る
白
釈
が
3
3
n
J

お

れ

u
t
郡
上
水
と

ー
し
て
れ
何
で
令
官
、
毛
糸
白
木
!
っ
汲
主
一

-m
て
い
三
c

何
時
間
F
L

は、

志
鉱
山
の
排
水
路
が
設
け
ら
れ
だ
ー
と
い
t

乙
一
一
日
一
五
一
三
、
F

-

れ
は
本
鉱
山
の
将
行
を
裏
付
け
る
資
料
で
あ
る
は
カ

hJr}
な
く

和
「
…
向
日
一

あ
っ
た
こ
と
ιr
二
不
寸
戸
。

ド
ロ
右
中
ヴ
に
は
マ
リ
ア
観
t
目
が
あ
れ
ソ

キ
リ
シ
q

ン
の
漕
伏
ー
を
一
示
す
む
十
い
い
と
、
、

え
る
が

院
内
銀
山
の
例
な
ど
か
ら
し
て

定
永
か
ら
党
政
年
間
一
ま
で
わ
問
刊
に

広
鉱
山
に
来
た
山
脈
か
全
斗
J

の
う
ち
に
キ
リ

γ
タ

/
が
お
っ
た
で
み
島
守
っ
ち
〈

手
和
一

π
(
一
八
ハ
J

白
沢
鉱
山
稼
行
と
あ
り

年

骨
阿
)
有
ご
や
十
印
式
命
、
手
工

1
1
3
「
I

E

j

抗
し
て
の
夜
行
と
考
'
え
ら
れ
る
υ

τ'r 
J幡、

イ仁
克;

一
↓
へ
の
問
)
年
か
ら
、

本
鉱
山
は
秋
田
務
の
諸
山
と
し
て
一
町
一
'
け
し
さ

n
L

，乙、

Z
J
v
c

t
匂

L

;

侭
仕
勺
リ
続
続
一
が
従
来
に
比
し
て
十
八
h
f

亡
く
な
れ
リ
、

鉱
香
水
問
題
ぺ
J

点
字

川
日
広
域
一
帯
で
起
勺
て
レ
る
ο

従
来
の
排
水
院
は
銅
山
志
水
路
と
呼
は
む

f
v
i

円
に
な
り

大
掛
か
り
な
町
団
地
の
築
士
氾
と
排
水
路
の
改
修
工
事
が
行
む
十
ケ
レ

一 l日一

る【
文
化
年
間
以
降
、

山
部
松
太
郎
・
仁
兵
衛

-

r
判
的
・
喜
六
な
ど
が
人
山
し
、

異

し
か
も
長
期
に
わ
た
っ
て
鉱
山
を
経
ι
ぶ
し
て
い
と

τき

か
た
り
十
一
規
較
に

二
-
一
一
一
乞
れ
山
町
ぷ
入
山
し
た
時
期
も
あ
れ
リ

録
・
間
ら
(
玖
迫
)
こ
と
に
H
H

一
行
!
日
た
で
あ
ろ
う
じ

+
人
政
五
(
一
へ
二
二
〉
年

百
円
一
足
忽
志
水
問
題
が
起
り

比
円
減
川
知
片
町
6

二

、
の
広
、
響
を
及
ほ
し
て
い
・
る
。
文
民
自
・
五
年
に
つ
沢
鋭
仙
の
氏
ム
以

f
去
，
仁

ろ
う
c

文
政
一
f

引
い
~
(
一
八
、
一
一
七
)
年

山
田
時
判
的
r
f

没
し
て
い
る
に
新
陀
は

Hlm

F
h
f
h

十
九
勺
に
白
地
『
ヘ
ト
刈
丸
い
わ
ム
た
し
て
・
い
る
こ
と
必
九
日
U

に
4

か
す
る
r

'
一
什
い
い
に
ホ

μ
一
一
ー
し
た
山
院
小
川
一
入
手
、
主
h
J

ぶ
川
~
ド
ヒ
わ
に
氏
暗
し
た
山
町
の
が
九
抗
m
u
-
今恥
J

勺

シ
い
一
7

U

P
」

L
}
J
j
l

戸
、
，
F

日
む
。



「
東
北
鉱
山
風
土
記
」
の
繋
者
は
、

日
久
保
年
間
(
一
八
三
む

t

(
引

6

C
鉱
山
か
休
山
し
た
で
あ
ろ
う
と
鯵
{
と
し
て
い
る
い

八
民

し
か
し
、

地
広
に
は
そ
の

十
ゾ
を
J

山
校

i
hム
バ

U

b

j

J

1
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一
八
四
七
)
年
に
白
沢
笹
山
隊
一
行
の
記
録
が
あ
り

森
永
六
(

ヘ
山
八
)
年
に
地
花
山
師
十
掛
け
人
が
立
山
ト
j

に
御
米
六
斗
を
寄
進
し
て
い
る
。

し
て
山
口
反
政
問
(
-
八
五
七
)
年
に
休
山
し
た
記
録
が
あ
る
。

“
内
山
状
位
し
は
明
由
山
間
(
一
八
仁

)
年
ま
で
続
き
、
同
年
再
坑
す
る
と
翌
年

に
は
鉱
存
水
問
題
か
起
き
て
い
る
。

五

鉱
山
の
操
業
規
模
と
出
鉱
量

が
前
川
町
代
の
鉱
山
の
船
内
主
規
僚
は
‘

出
鉱
訟
の
他
民
山
師
・
鉱
夫
教
に
よ
っ

J
L

副
知
一
必
で
き
る
。

本
鉱
山
の
山
崎
合
、

「
秋
田
町
山
内
箇
所
金
山
年
数
私
」
か
ら
、
藩
の
誇
山
と
し

て
校
一
行
さ
れ
、

+
率
制
合
製
日
持
し
た
年
代
J
J

町
慌
に
で
き
る
。

ぷ
怖
政
時
代
の
山
叫
酬
が
ど
れ
位
の
山
師
寺
」
依
え
、
誌
山
経
営
に
当
っ
た
か
に
つ

「
悔
津
政
景
日
記
」
キ
」
基
に
し
た
院
内
銀
山
、
「
坑
場
産
律
」
を
姦
一

に
し
た
松
同
鉱
山
の
研
究
例
が
あ
る
。
こ
の
向
研
究
例
か
ら
の
比
較
が
可
能
で

L

て
は
、

φ
F
-ム
f
w
u

忠
一
花
「
茂
木
文
悼
む
」
に
は
、
本
鉱
山
に
関
す
る
記
録
の
他
に
、
銅
山
悪
水
絡

に
開
院
す
る
詳
級
な
る
文
書
が
あ
り
、
大
規
出
閉
経
営
時
に
鉱
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